
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
五
年
七
月
一
日 

 

『
昭
和
天
皇
実
録
に
見
る
関
東
大
震
災
』 

所 
 

功 

 

 
 

関
東
大
震
災
か
ら
百
年 

今
年(

令
和
五
年)

は
、
大
正
十
二
年(

一
九
二
三)

九
月
一
日
に
突
発
し
た
「
関
東
大
震
災
」
か
ら
満
百
年

に
な
る
。
こ
の
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
記
録
も
研
究
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
そ

の
当
時
、
皇
室
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
た
か
に
関
し
て
は
、
堀
口
修
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。 

従
っ
て
、
も
は
や
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
堀
口
氏
も
編
纂
に
従

事
さ
れ
た
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録(

平
成
二
十
六
年
完
成
、
翌
年
か
ら
東
京
書
籍
よ
り
刊
行)

で
は
、
ど

の
よ
う
な
公
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
『
実
録
』
に
即
し
て
確
認
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
無

意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

よ
っ
て
、
こ
こ
に
『
実
録
』
の
関
係
記
事
（
大
正
十
二
年
、
刊
本
第
三
）
を
、
少
し
判
り
易
く
し
て
引
用

し(

適
宜
改
行
、
ま
た
番
号
を
冠
す
る)

、
若
干
の
私
注
を
（ 
）
内
に
加
え
て
、
皇
室
の
在
り
方
を
理
解
す

る
一
助
と
し
た
い
。(

綱
文
末
尾
の
［ 

］
内
は
出
典
。
そ
れ
に
符
号
を
冠
し
、
後
掲
で
は
符
号
に
よ
り
略

記
。
ま
た
※
の
下
は
関
係
事
項
注
記
） 

   
 

大
地
震
当
日
の
状
況
と
被
害 

〈
震 

動
〉
九
月
一
日
、
土
曜
日
、(

皇
太
子
＝
摂
政
宮
22
歳)

 

午
前
十
時
、
赤
坂
離
宮
を
御
出
門
、
宮
城 

(

宮
殿)

に
御
出
務
に
な
る
。
十
一
時
五
十
八
分
、
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
。
突
如
上
下
の
大
き
な
揺
れ
が
起

り
、
震
動
甚
だ
し
く
、
皇
太
子
は
直
ち
に(

宮
殿)

西
一
ノ
間
よ
り
前
庭
に
避
難
さ
れ
る
。
強
震
が
相
次
ぎ
、

轟
音
と
と
も
に
正
殿
は
動
揺
し
、
硝
子
・
障
子
の
軋
む(

き
し)

音
に
て
、
一
時
は
凄
然
た
る
有
様
と
な
る
。

そ
の
後
も
余
震
が
続
き
、
し
ば
し
ば
大
震
動
が
あ
る
。
・
・
・ 

午
後
一
時
頃
、
皇
太
子
は
自
動
車
に
て
吹
上
御
苑
内
の
観
爆
亭
に
移
ら
れ
・
・
・(

午
後)

 

赤
坂
離
宮
に
御

帰
還
、
直
ち
に
・
・
・
御
政
務
を
お
執
り
に
な
る
。［
ア
東
宮
侍
従
日
記
、
イ
束
宜
内
舎
人
日
記
、
ウ
東
宮
職
日

誌
、
エ
震
災
録
、
オ
行
啓
録
、
カ
奈
良
武
次
日
記
、
キ
四
竈
孝
輔
日
記
、
ク
伯
爵
半
田
東
助
伝
、
ケ
東
京
震
災
録
、

コ
大
正
震
災
志
、
サ
帝
都
復
興
秘
録
］ 

※ 

天
皇(

44
歳)

・
皇
后
（
39
歳
）
は
、
日
光
田
母
沢
御
用
邸
に
御
滞
在
で
無
事
。
確
認
。 

〈
被 

災
〉 

こ
の
日
の
地
震
は
、
相
模
湾
を
震
源
と
し
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
静
岡
・
千
葉
及
び
山

梨
の
一
府
五
県
に
未
曾
有
の
惨
禍
を
も
た
ら
す(

内
務
大
臣
・
警
視
総
監
・
東
京
衛
戌
司
令
官
か
ら
実
状
と

対
策
を
言
上)

。 

宮
城
内
の
被
害
は
、
宮
殿
・
宮
内
省
庁
舎(

明
治
二
十
二
年
築
造
・
洋
館)

な
ど
は
倒
壊
を
免
れ
た
る
も
、
主

馬
寮
馬
車
舎
・
女
官
部
屋
廊
下
な
ど
全
壊
六
百
六
十
坪
。
済
寧
館(

武
道
場
・
昭
和
八
年
改
築
・
木
造)

・
主

馬
寮
庁
舎
な
ど
半
壊
九
百
五
十
八
坪
。
そ
の
他
大
破
四
千
二
百
二
十
坪
。 
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青
山
御
所
・
赤
坂
離
宮(

明
治
四
十
二
年
築
造
・
洋
館)

は
被
害
比
較
的
軽
微
な
る
も
、
芝
離
宮
、
浜
離
宮
、

高
輪
東
宮
御
所
、
帝
室
林
野
管
理
局
庁
舎
、
学
習
院(

明
治
四
十
一
年
目
白
転
築)

の
第
二
教
室
・
特
別
教
室
、

雅
楽
練
習
所
等
は
焼
失
す
る
。
・
・
・ 

〈
救 
済
〉
二
重
橋
外
苑
に
罹
災
者
が
殺
到
し
た
た
め
、
午
後
七
時
、
平
川
門
を
開
き
、(

罹
災
者
を)

主
馬

寮
広
場
に
収
容
す
る
。
府
下
に
お
い
て
は
、
芝
離
宮
・
高
輪
東
宮
御
所
・
新
宿
御
苑
・
猿
江
御
料
地
・
上
野

公
園
・
白
金
御
料
地
・
高
田
御
料
地
な
ど
の
御
料
地
の
一
部
、
及
び
学
習
院
・
女
子
学
習
院
・
学
習
院
初
等

科
の
建
物
を
罹
災
民
救
済
の
た
め
開
放
し
、
各
皇
族
も
殿
邸
・
地
所
の
一
部
を
罹
災
者
収
容
等
の
た
め
に
提

供
す
る
。 

〈
薨 

去
〉 

こ
の
日
の
地
震
の
た
め
、
㋑
武
彦
王
妃
佐
紀
子
女
王
〈(

賀
陽
宮)

邦
憲
王
第
二
女
子
、
明
治

三
十
六
年
三
月
三
十
日
生(

20
歳)

〉
は
神
奈
川
県
鎌
倉
の
山
階
宮
別
邸
に
お
い
て
、
㋺
師
正
王
〈(

東
久
邇

宮)

稔
彦
王
第
二
男
子
、
大
正
六
年
十
一
月
三
日
生(

五
歳)

〉
は
同
県
鵠
沼
の
東
久
邇
宮
別
邸
に
お
い
て
、

㋩
寛
子
女
王
〈(

閑
院
宮)

載
仁
親
王
第
四
女
子
、
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
一
日
生(

十
七
歳)

、
女
子
学
習

院
高
等
科
在
学
中
〉
は
同
県
小
田
原
の
閑
院
宮
別
邸
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
建
物
倒
壊
の
た
め
薨
去
す
る
。

［
エ
～
シ
を
皇
族
身
分
録
・
ス
墓
誌
銘
録
・
セ
宮
内
省
省
報
・
ソ
官
報
・
ケ
・
コ
］ 

※ 

内
葬(

告
別
式)

・
・
・
㋑
は
十
日
、
㋺
は
十
三
日
、
㋩
は
十
八
日
、
各
々
東
宮
侍
従
を
差
遣 

 
 

 

震
災
へ
の
対
策
と
詔
書 

〈
対 

策
〉 

二
日 

日
曜
日
、・
・
・
広
芝
に
お
い
て
臨
時
内
閣
総
理
大
臣(

外
務
大
臣)

内
田
康
哉(

57
歳)

 

  

に
謁
を
賜
い
、
こ
の
日
の
閣
議
に
お
い
て
決
定
し
た
「
非
常
徴
発
令
」
、「
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
官
制
」
の

制
定
、
及
び
「
戒
厳
令
」
の
一
部
施
行
に
つ
き
言
上
を
受
け
ら
れ
・
・
・
上
奏
を
御
允
裁
に
な
り
、
御
署
名

を
行
な
わ
れ
る
。
［
ア
・
イ
・
ソ
・
ケ
・
コ
・
タ
侍
従
武
官
府
歴
史
・
サ
・
カ
・
チ
内
田
康
哉
関
係
資
料
集
成
］ 

※ 

午
後
四
時
、
伯
爵
山
本
権
兵
衛(

70
歳)

 

組
閣
に
つ
き
奉
答
し
・
・
・
七
時
・
・
・
親
任
式
を
行
わ
れ
、

子
爵
後
藤
新
平(

66
歳)

を
内
務
大
臣
に
・
・
・
任
じ
ら
れ
る
。
・
・
・
［
ア
・
イ
・
ウ
・
チ
公
文
別
録
・

ソ
・
カ
・
ツ
財
部
彪
日
記
］ 

〈
賑 

恤
〉 

三
日
・
・
・
午
後
六
時
三
十
分
、
内
閣
総
理
大
臣
山
本
権
兵
衛
を
お
召
し
に
な
り
、
天
皇
は

今
回
の
震
災
に
つ
き
被
害
惨
状
を
極
む
る
趣
を
聞
食
さ
れ
、
賑
恤
の
思
召
し
を
以
て
内
帑
金
一
千
万
円
を
御

下
賜
に
な
る
旨
を
伝
え
ら
れ
、
併
せ
て
左
の
摂
政
御
沙
汰
を
賜
う
。
（
省
略
） 

※ 

侍
従
六
名
・
侍
従
武
官
二
名
を
東
京
府
下
と
千
葉
県
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
へ
震
災
地
の
状
況
視
察
と

罹
災
民
慰
問
の
た
め
差
遣
さ
れ
る
。 

※ 

四
日
、
関
東
戒
厳
司
令
官
・
内
務
省
内
保
局
長
・
関
東
戒
厳
参
謀
長
か
ら
、
五
日
、
参
謀
長
・
警
視
総

監
か
ら
、
六
日
、
第
一
艦
隊
司
令
官
か
ら
、
七
日
と
八
日
、
陸
軍
大
臣
よ
り
、
九
日
、
近
衛
師
団
長
な

ど
か
ら
、
十
日
、
朝
鮮
総
督
・
陸
軍
大
臣
か
ら
、
十
一
日
海
軍
大
臣
か
ら
、
各
々
震
災
状
況
な
ど
の
言

上
を
御
聴
取
に
な
る
。
（
以
下
、
同
趣
の
記
事
省
略
） 

（
詔 

書
） 

十
二
日
・
・
・
山
本
（
首
相
）
よ
り
詔
書
換
発
の
奏
請
を
受
け
ら
れ
、
御
裁
可
に
な
る
。
即

日
左
の
詔
書
が
公
布
さ
れ
る
。 

4 

 

3 

 

 

5 

 

 

7 

 

 

 

6 

 

 

-4- -3- 



  

「
・
・
・
朕
、
深
ク
自
ラ
戒
慎
シ
テ
已
マ
ザ
ル
モ
、
惟
フ
ニ
天
災
地
変
ハ
人
力
ヲ
以
テ
予
防
シ
難
ク
、
只
速

ニ
人
事
ヲ
尽
シ
テ
民
心
ヲ
安
定
ス
ル
ノ
一
途
ア
ル
ノ
ミ
。
凡
ソ
非
常
ノ
秋
ニ
際
シ
テ
ハ
非
常
ノ
果
断
ナ
カ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
。・
・
・
在
朝
有
司
ニ
命
ジ
、
臨
機
救
済
ノ
道
ヲ
講
ゼ
シ
メ
・
・
・
以
テ
恵
撫
慈
養
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ム

ト
欲
ス
。・
・
・
其
ノ
善
後
策
ハ
、
独
リ
旧
態
ヲ
回
復
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ズ
、
進
ン
テ
将
来
ノ
発
展
ヲ
図
リ
、
以

テ
巷
衙
ノ
面
目
ヲ
新
ニ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
・
・
・
［
チ
御
署
名
原
本
・
ト
内
閣
官
房
総
務
課
資
料
・
ソ
・
ケ
・

ナ
『
後
藤
新
平
』
］ 

※ 

こ
の
詔
書
を
受
け
、
十
九
日
「
帝
都
復
興
審
議
会
官
制
」
公
布
さ
れ
（
総
裁
は
内
閣
総
理
大
臣
）
発
足
。 

 
 

 

被
災
地
の
視
察
と
勉
学 

（
視 

察
）
十
五
日
、
土
曜
日
、
午
前
六
時
、
御
乗
馬(

山
吹
号)

に
て
赤
坂
離
宮
御
出
門
、
摂
政
と
し
て
罹

災
地
を
御
視
察
に
な
る
。
（
※
市
ヶ
谷
見
附―

三
番
町―

九
段
坂
上―

三
崎
町―

水
道
橋―

春
日
町―

本
郷

―

上
野
公
園―

上
野
広
小
路―

万
世
橋―
日
本
橋―

大
手
門
前―

桜
田
門
外―

半
蔵
門―

四
谷
見
附―

赤

坂
離
宮
） 

十
八
日
、
火
曜
日
、
第
二
回
摂
政
罹
災
地
御
視
察
が
行
わ
れ
る
。・
・
・
午
前
六
時
、
自
動
車
に
て
赤
坂
離
宮

を
御
出
門
・
・
・
上
野
駅
前
よ
り
山
吹
号
に
御
乗
馬
・
・
・
九
時
五
分
赤
坂
離
宮
に
還
啓
さ
れ
る
。［
十
八
日
、

ア
・
イ
・
ウ
・
ケ
・
ニ
近
衛
師
団
・
コ
・
ウ
・
ヌ
東
京
府
大
正
震
災
誌
・
ネ
今
上
陛
下
御
乗
馬
誌
・
ア
・
チ
］ 

（
延 

期
）
十
九
日
、
水
曜
日
、
今
秋
御
予
定
の(

久
邇
宮)

邦
彦
王
第
一
女
子
良
子(

な
が
こ)

女
王
と
の
御

婚
儀
を
延
期
し
、
明
春
一
月
下
旬
・
・
・
に
挙
行
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
。・
・
・
皇
太
子
は
宮
内
大
臣
牧 

  

野
伸
顕
（
61
歳
）
を
お
召
し
に
な
り
、
今
回
の
大
地
震
を
見
聞
す
る
に
従
い
傷
心
益
々
深
き
を
覚
え
、
今
秋

婚
儀
を
行
う
に
忍
び
ず
と
し
、
延
期
す
る
旨
を
述
べ
ら
れ
る
。・
・
・［
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
ノ
皇
孫
御
殿
日
記
・

ハ
東
宮
御
婚
儀
録
・
エ
・
オ
・
ヒ
牧
野
伸
顕
日
記
・
ク
・
コ
・
ケ
・
フ
読
売
新
聞
］ 

二
十
七
日
・
・
・「
帝
都
復
興
院
官
制
」
を
御
裁
可
に
な
り
、・
・
・
総
裁
は
内
務
大
臣
後
藤
新
平
が
兼
任
・
・
・

［
ソ
・
ナ
］ 

（
皇 

后
）
二
十
九
日
、
土
曜
日
・
・
・(

貞
明)

皇
后
は
罹
災
地
並
び
に
傷
病
者
収
容
救
療
実
況
御
視
察
御

慰
問
の
た
め
日
光
よ
り
還
啓
。 

三
十
日
、
日
曜
日
・
・
・
市
内
御
巡
視
途
次
の
皇
后
が
赤
坂
離
宮
に
お
立
ち
寄
り
に
な
る
。・
・
・
午
後
一
時

三
十
分
御
出
門
、
再
び
市
内
御
巡
視
の
途
に
就
か
れ
る
。［
二
十
九
日
・
三
十
日
、
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
ヘ
貞
明

皇
后
実
録
・
セ
・
ソ
・
コ
・
カ
］ 

（
視 

察
）
十
月
十
日
、
水
曜
日
、
摂
政
の
御
資
格
に
て
横
浜(

※
高
島
山―

掃
部
山―

神
奈
川
県
庁―

五

号
岸
壁)

・
横
須
賀(

※
軍
需
部
倉
庫
付
近―

鎮
守
府―

要
塞
司
令
部―

仮
病
院
な
ど)

の
震
災
地
を
御
巡
視

に
な
る
。［
ア
・
イ
・
ウ
・
オ
・
エ
・
ホ
進
献
録
・
セ
・
ソ
・
カ
・
コ
・
マ
横
浜
市
復
興
会
誌
・
ミ
横
浜
復
興
誌
・

ム
横
浜
市
日
報
］ 

（
聴 

話
）
十
五
日
、
月
曜
日
、
午
前
十
時
、
陸
軍
教
授
兼
東
京
帝
国
大
学
教
授
理
学
博
士
今
村
明
恒(

53

歳)

よ
り
、
地
震
に
関
す
る
講
話
を
お
聞
き
に
な
る
。
［
ア
・
イ
・
ウ
・
メ
御
教
育
録
］ 

二
十
三
日
、
火
曜
日
・
・
・
午
後
一
時
よ
り
内
大
臣
平
田
東
助(

74
歳)

に
謁
を
賜
い
、
震
災
の
善
後
処
置
に
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関
す
る
意
見
・
・
・
に
つ
い
て
の
話
を
お
聞
き
に
な
る
。
［
ア
・
ウ
・
モ
平
田
東
助
關
係
文
書
・
ク
］ 

二
十
九
日
、
月
曜
日
、
午
前
十
時
よ
り
・
・
・
帝
都
復
興
院
理
事
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
教
授
兼
宮
内
技
師

佐
野
利
器(

93
歳)

の
講
話
「
地
震
と
建
築
に
就
て
」
を
お
聴
き
に
な
る
。
［
15
日
と
同
じ
］ 

十
一
月
五
日
、
月
曜
日
、
午
前
、
外
務
省
通
商
局
長
永
井
松
三(

46
歳)

よ
り
「
本
邦
震
災
ニ
対
ス
ル
海
外
諸

国
ノ
同
情(

見
解)
等
ニ
就
テ
」
と
題
す
る
講
話
を
お
聞
き
に
な
る
。
［
同
前
］ 

（
詔 

書
）
十
一
月
十
日
・
・
・（
山
本
）
総
理
よ
り
詔
勅
換
発
が
奏
請
さ
れ
、
直
ち
に
御
裁
可
に
な
る
。・
・
・ 

「
朕
惟
フ
ニ
・
・
・
輓
近
・
・
・
浮
華
放
縦
ノ
習
、
漸
ク
萌
シ
、
軽
佻
詭
激
ノ
風
モ
亦
生
ズ
・
・
・
今
次
ノ

災
禍
甚
タ
大
ニ
シ
テ
、
文
化
ノ
紹
復
、
国
力
ノ
振
興
ハ
、
皆
国
民
ノ
精
神
ニ
待
ツ
・
・
・
入
リ
テ
ハ
恭
倹
勤

敏
、
業
ニ
服
シ
産
ヲ
治
メ
、
出
テ
テ
ハ
一
己
ノ
利
害
ニ
偏
セ
ズ
シ
テ
、
力
ヲ
公
益
世
務
ニ
竭
シ
、
以
テ
国
家

ノ
興
隆
ト
民
族
ノ
安
栄
、
社
会
ノ
福
祉
ト
ヲ
図
ル
ベ
シ
・
・
・
」［
ア
・
イ
・
ウ
・
ヤ
御
署
名
原
本
・
タ
・
ト
・

セ
・
ソ
・
カ
・
ヒ
・
フ
・
ユ
『
西
村
天
囚
伝
』
］ 

十
五
日
・
・
・
戒
厳
令
を
解
除
す
る
た
め
の
関
係
勅
令
を
御
裁
可
に
な
る
。・
・
・
明
十
六
日
を
も
っ
て
解
除

さ
れ
、
関
東
戒
厳
令
司
令
部
は
廃
止
と
な
る
。
［
ソ
］ 

※ 

翌
十
三
年
一
月
二
十
日
、
帝
都
復
興
院
の
廃
止
を
枢
密
院
で
可
決
さ
れ
る
。 

二
十
八
日
、
こ
の
夜
、
常
侍
官
室
に
お
い
て
側
近
を
御
相
手
に
談
話
中
、
帝
都
復
興
計
画
に
関
し
、
そ
の
規

模
が
あ
ま
り
に
小
さ
い(

後
藤
新
平
案
が
反
対
派
に
よ
り
縮
小
さ
れ
た)
と
の
ご
感
想
を
述
べ
ら
れ
る
。［
ア
］ 

十
二
月
十
二
日
・
・
・
こ
の
日
よ
り
東
京
市
政
調
査
会
編
『
ビ
ア
ー
ド
博
士
講
演
集
』
を
お
読
み
に
な
る
。・
・
・ 

  

後
藤(

新
平)

は
、
本
年
九
月
内
務
大
臣
就
任
直
後
、
ビ
ア
ー
ド
よ
り
帝
都
復
興
の
た
め
の
助
言
を
得
る
た
め
、

電
報
に
て
至
急
来
日
を
要
請
し
た
。
・
・
・
［
ア
・
ヨ
『
陛
下
、
お
尋
ね
申
し
上
げ
ま
す
』
・
ナ
］ 

※ 

翌
十
三
年
一
月
十
九
日
の
御
歌
会
始
で
「
あ
ら
た
ま
の
年
を
迎
へ
て
い
や
ま
す
は
民
を
あ
は
れ
む
心
な

り
け
り
」
と
の
御
歌
が
披
露
さ
れ
た
。
［
ラ
御
歌
録
、
リ
『
お
ほ
う
な
ば
ら
』
な
ど
］ 

※ 

翌
十
三
年
九
月
一
日
、
月
曜
日
、
午
前
十
時
、
内
務
大
臣
若
槻
礼
次
郎
参
殿
・
・
・
昨
年
の
震
災
よ
り

現
在
ま
で
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
お
聞
き
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
日
挙
行
の
東
京
府
市
主
催
の

震
災
死
亡
者
追
悼
会
、
並
び
に
神
奈
川
県
知
事
・
横
浜
市
長
そ
の
他
主
催
の
震
災
死
亡
者
追
悼
会
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
生
花
を
お
供
え
に
な
る
。
・
・
・ 

震
災
で
薨
去
の
三
皇
族
の
各
一
周
年
祭
に
つ
き
、
東
宮
侍
従
を
差
遣
さ
れ
る
。［
ア
・
イ
・
ウ
・
ル
贈
賜

録
・
レ
東
京
府
大
正
震
災
誌
・
ロ
倉
富
勇
三
郎
日
記
・
ワ
典
式
録
・
セ
］ 

※ 

昭
和
天
皇
は
、
大
震
災
か
ら
六
十
年
の
昭
和
五
十
八
年(

一
九
六
三)

八
月
三
十
日
、
震
災
当
時
の
内
務

大
臣
後
藤
新
平
が
膨
大
な
復
興
計
画
を
立
て
た
が
、
様
々
な
事
情
か
ら
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。(

も
し

実
行
さ
れ
て
い
た
ら
、
昭
和
二
十
年
空
襲
に
よ
る)

戦
災
も
軽
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
）
残
念

に
思
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。(

『
実
録
』
刊
本
第
十
七
、
丸
括
弧
内
は
新
聞
記
事
で
補
っ
た)

 

 
 

 

摂
政
宮
の
実
績
と
見
識 

関
東
大
地
震
は
、
相
模
湾
で
起
こ
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９(

震
度
７
．
３)

の
巨
大
な
地
震
で
あ
る
。

そ
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
東
京
府
だ
け
で
約
六
万
五
千
人
、
周
辺
数
県
を
含
め
て
約
十
四
万
五
千
人
に
も
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の
ぼ
り
、
ま
た
焼
失
・
全
壊
家
屋
約
三
十
二
万
戸
と
い
う
大
被
害
を
生
じ
て
い
る
。 

当
時｢

摂
政｣

と
し
て
宮
殿
で
執
務
中
の
皇
太
子
裕
仁
親
王(

22
歳)

は
、
こ
の
大
地
震
・
大
災
害
に
直
面
さ

れ
る
と
、
主
体
的
・
積
極
的
に
対
処
さ
れ
、
そ
の
最
中
に
発
足
し
た
山
本
権
兵
衛(

70
歳)

内
閣
と
連
携
し
て

未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
『
昭
和
天
皇
実
録
』
記
事
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。 

し
か
も
、
同
内
閣
の
内
務
大
臣
「
帝
都
復
興
院
総
裁
」
に
起
用
さ
れ
た
後
藤
新
平(

66
歳)

の
大
構
想(

単

な
る
回
復
で
な
く
新
た
な
復
興
の
実
行)

に
理
解
を
示
さ
れ
、
そ
れ
が
８
の
詔
書
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
母
后(

39
歳)
も
熱
心
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
は
、
堀
口
修
氏
の
文
献
六
の
㋺
㋥
に
詳
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
参
考
文
献
〉 

一 

宮
内
大
臣
官
房
庶
務
話
編
『
宮
内
省
臨
時
災
害
事
務
紀
要
』
（
大
正
14
年
） 

二 

内
務
省
社
会
局
編
刊
『
大
正
震
災
誌
』
上
・
下(

昭
和
元
年)

 

三 

松
尾
章
一
氏
『
関
東
大
震
災
と
戒
厳
令
』(

吉
川
弘
文
館
、
平
成
15
年
刊)

 

四 

後
藤
新
平
研
究
会
編
『
震
災
復
興
』(

藤
原
書
店
、
平
成
23
年)

 

五 

昭
和
天
皇
記
念
館
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
共
催
展
示
図
録
『
摂
政
宮
と
関
東
大
震
災
』(

平
成
25
年)
 

六 

堀
口
修
氏
『
関
東
大
震
災
と
宮
内
庁
・
皇
室
』(

創
泉
堂
出
版
、
平
成
26
年)

に
は
、
㋑
同
題
名
の
初
出

論
文
、
㋺
「
関
東
大
震
災
と
貞
明
皇
后
」
、
㋩
「
関
東
大
震
災
と
摂
政
裕
仁
親
王
」
、
㋥
「
関
東
大
震
災

時
に
お
け
る
宮
内
省
巡
回
救
療
班
に
つ
い
て
」
な
ど
を
修
訂
所
収
。 

（
令
和
五
年
七
月
一
日
、
か
ん
せ
い
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
） 
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